
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】《全日本柔道連盟公認 授業協力者養成講習会》 

― 平成 24年度武道等推進事業における「授業協力者養成講習会」の開催 ― 

平成 24 年度より、中学校武道必修化に伴い、柔道や剣道の武道が体育授業に採り入れられ、全国一斉に武道授

業がスタートしています。特に柔道においては、安全面で保護者等の不安も多く、適切な指導が求められています。

先般、公益財団法人全日本柔道連盟は、授業協力者の養成を図るため《平成 24年度武道等指導推進事業養成講

師講習会・中央オリエンテーション》を開催しました。社団法人北海道柔道連盟からも講師が派遣され、各地区への

伝達講習会体制がとられました。この度の「授業協力者養成講習会」は、文部科学省委託事業「第 1回北海道授業協

力者養成講習会」であり、授業協力者の資質向上を図ることを目的にしています。北見市柔道協会からは 3 名の授

業協力者が受講する予定になっています。日程等概要は以下の通りです。 

講師：吉川賢司先生（コーディネーター兼講師） ・ 大川原 洋先生（講師） ・ 菅田 勲先生（講師） 

日時：平成 25年 3月 17日（日）9：00～17：００ 内容：カリキュラム①学校理解②生徒理解③立場と役割④学習指導

要領⑤安全指導⑥指導の実際⑦学校との連携⑧部活動⑨グループ討議⑩～⑯模擬授業（説明・実践・振り返り等） 

場所：札幌市豊平区西岡 3条 7丁目 3-1札幌大学研修センター武道館 ℡011-852-1181 

【柔道情報】第 35回全道少年柔道優勝大会 北見なかざわ塾 ベスト８！！ 

先週もお伝えしましたが 3月 3日(日)午前 9

時 30 分より千歳市開基記念総合武道館に

おいて開催されました第 35 回全道少年柔

道優勝大会で、管内勢で唯一北見なかざわ

塾が中学生団体ベスト８・小学生個人戦で

は、中澤完太君がベスト８に入りました。 

連載 宮本武蔵の「五輪書」 九 多敵のくらいの事 水之巻 

多敵の位というのは、ひとりで大勢の敵と戦うときの方法である。両刀を抜いて、左右に広げ、刀を横にして構

える。敵が四方からかかってきても、一方向に追い回すような心でいること。敵がかかってきたら、先の敵、後の

敵を見分け手、先に来た者と戦いながら、全体に目を配り、敵が打ちかかってくる位置を捉えて、左右の刀を振

り違えるようにして斬る。刀を振り違えたまま、待っていてはいけない。はやく両脇の位置に構えて、敵の出て来

たところを、強く切り込み、押し崩して、そのまま敵の出た方に斬りかかって、押し崩すことである。とにかく大切

なことは、一方から魚群を追い込むような心である。敵の隊列が乱れて、重なって見えたなら、その瞬間を逃さ

ず、強く払い込むようにせよ。敵がかたまっているところを、真っ正面から押しても、簡単には倒せない。また、敵

が出て来るのを待つ心があっても、簡単には倒せない。敵の切りかかる拍子を受けて、崩れるところを知り、勝

機を得るようにせよ。折を見て、相手を大勢寄せて、それを追い込む方法を心得れば、一人の敵も、十二十の

敵も、安全な相手となる。このこと、よく稽古をして考えるようにせよ。つづく 
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